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一
5
月

14
日
◎
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市

ヶ
谷
で
開
催

～
今
年
の
テ
ー

マ
は
、「
科
学
の
最
先
端
」
と
「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」
～

日
時

‖
5
月

14
日

（
土
）
午
後
4
時
～

場
所

‖
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
市
ヶ
谷

（
私
学
会
館
）

会
費

‖
一
〇
．
〇
〇
〇
円

（
年
会
費

二
．
〇
〇
〇
円
を
含
む
）

学
生
・
院
生

三
．
〇
〇
〇
円

（
同
右
）

ク
ジ
ラ
肉

で
盛
り
上
が

っ
た

35
周

年
記
念
総
会

の
あ
と
を
引
継
ぐ
幹
事

は
難
し

い
、
と
嘆

い
て
い
て
も
は
じ

ま
り
ま
せ
ん
。
本
年

の
幹
事
を
務
め

ま
す

48
年
卒

は
、
手

作
り

の
味

で
、

皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で

い
た
だ
き
た

い

と
考

え

て

い
ま

す

の
で
、

よ

ろ
し
く

お
願

い

い
た

し
ま
す

。

第

一
部
は
、
超
伝
導
研
究

の
ト

ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す

る

村
上

雅

人
君
に

「
常
識

と

い
う

殻
を

や
ぶ

る
科

学

の
挑

戟

」

と
題

し

て
、
科
学

の
最
先
端

を
わ
か

り

や
す

く
話
し

て
も
ら
い
ま
す
。

「
超
伝
導
な
ん
て
何
や
ら
難
し
げ
な
．
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

実
験

道
具
を
宇
宙

に
運

び
出
す
と
き

の
苦

労

話

と

か

、

最

先
端

の

科
学

が

ぐ

っ
と

身
近

に

感

じ
ら

れ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
実
演
を
ま
じ
え
て
の
お
話
に
な
る
予
定
で
す
。

展示書籍募集
総 会 の書籍 展 示 コ ーナ ーに展 示す る 白 堊 会 員 の

著書・書籍 を募集 します。希望 者 は著書 、書籍 を 下記宛お送 り下 さい。 会場で の販 売 は行 い ませ ん

（希望者 には注文 書 を配布 ） ので、1タイ トル1冊。

展示後は母校・盛 岡一高 の図書室 に寄贈 させ てい ただ き

ます。返却 はいた しませ んので ご了承下 さい。

（ 著書・書籍送付先）株式会社建築空間研究所

〒15 1－0073渋谷 区笹塚 2－19、3 7F 戸 田 純 宛 て

電話 0 3－3299－2755 ※平 成17年4月28 日（木 ）必 着。

第

二
部

の
会
場

に
は
、
ジ

ャ
ズ

の
演
奏

で
お
迎
え

し
た

い
と
思

い

ま

す

。

ジ

ャ
ズ

の
ど

こ

が

「

ふ

る

さ

と

の
香

り

」

か

、

な

ん

て

つ

っ

こ
ま
な

い
で
く
だ

さ

い
。
懇

親
会

場

で

「
ふ
る
さ
と
」

を
思

い
出

し

て
い
た
だ
け

る
よ
う

準
備

中
で
す
。

乞
う
ご
期
待
。

『常識 とい う殻をやぶ る科学 の挑戦』
く講 師〉 村 上 雅 人 （49卒）

村 上 君 は 、 盛 岡 一 高 3 年 の時にAFSにて1年間アメリカに留学したため、

卒 業 は4 9 年に な りま したが、私たち4 8 卒の同期生です。東京大学工学系

大学院博士課程終了後、新日本製鉄、超伝導研究所などを経て、現在、

芝浦 工業 大学 に勤務 して います。2 0 年前、常温超伝導が時の話題となるや、

超伝導研究のトップランナーとしてテレビでも注目

を あ つ め ま した 。 現 在 、 宇 宙 で の 超 伝 導 実 験 な ど

の国 際 プ ロ ジ ェ ク トを推 進 す る リ ー ダ ー と し て活躍しています。

「 常識 を持 つ とい う こ とは 、 人 間 関係を良好に保つためには重要なことです。

しか し、科学分野においては、常識を捨て去ることにこそ技術革新の芽があります．」．

と

こ
ろ

で
、
各
界

で
活

躍
さ
れ

て

い
る
同
窓
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

著
書
を
お
持
ち

の
方
も
多
数

い
ら

っ

し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
。
本
年

の

企

画

の

一
つ
と

し
て
、
そ
れ
ら
の
著
作

を
会
場
内
に
展
示
し
て
、
ご
披
露
し

た

い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

本
会
終
了
後
、
そ
れ
ら
を
盛
岡

一
高

図
書
室

に
寄
贈
し
、
在
学
中
の
後
輩

た
ち
に
、
同
窓
生
の
活
躍

の

一
端
を

示
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
け
る
方

は
、
4
月

28
日
ま

で
に
、
出
欠

ハ
ガ

キ

の
宛
先

（
戸
田
）
に
お
送
り
く
だ

さ

い
。
な
お
、
出
欠

の
ご
連
絡
は
、

同
封

の

ハ
ガ

キ

に

て
、

遅
く

て
も

4

月

28
日
ま

で
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
48
年
卒
）
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終
戦
6
0
年
を
迎
え
て
八
重
畑
達
男
（
昭
和
1
8
年
卒
）

●
3
月

10
日

昭
和

20
年
3
月

10
日
未
明
、
B
29

313
機
が
焼
夷
弾
二
〇
〇
〇
ト

ン
を
空

か
ら
投
下
し
東
京
大
空
撃
を
行

っ

た
。
死
者
は
十
万
人
に
達
し
た
。

盛
岡
も
編
隊
を
離
脱
し
た

B
29

一
機
に
よ

っ
て
駅
前
と
大
沢
川
原

に

焼
夷
弾
を
投
下
さ
れ
、

155
戸
焼
失
。

被
災
者

613
名
、
死
者
3
名
、
傷
者
5

名
の
犠
牲
者
が
出
た
。

こ

の
3
月

10
日
と

い
う

日
は
、
日

露

戦
争

で

日
本

が
奉

天
入

城

し
た

日
。
明
治

38
年
3
月

10
日
、
奉
天
入

城
し
た
日
は
陸
軍
記
念
日
に
制
定
さ

れ

て

い
た

。

ち
な
み
に
肉
弾
戦
を
戦

っ
た
と
さ

れ
る
日
露
戟
争
で
の
日
本
軍
の
死
者

は
8
彷
肌
。
盛
岡
南
部
家
42
代
伯
爵
、

南
部
利
祥
陸
軍
騎
兵
中
尉
も
、

こ
の

日
露
戟
争

の
奉
天
戦

に
従
軍
中
、
2
4
歳
の
若
さ
で
戦
死
さ
れ
た
。

そ
の
銅

像
は
、
岩
手
公
園

の
中

に
建

つ
。

●
真
珠
湾
攻
撃
に
参
加

太
平
洋
戦
争

で
の
白
堊
会
の
先
輩

も
多
く
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。

小
田
島
敬
二
元
海
軍
上
等
兵
曹

（
昭
和

13
年
卒
）
は
、
盛
中
出
身
者

と
し
て
唯

一
、

ハ
ワ
イ

の
真
殊
湾
攻

撃
に
参
戦
。
空
母
6
隻
か
ら
発
進
し

た

353
機

の
1
機
に
乗
り
込
ん
だ
。
こ

の

ハ
ワ
イ
戦
か
ら
は
無
事
帰
還
し
た

が

、

昭
和

17
年

4
月

4
日

、

フ
ィ
リ

ピ

ン

コ
レ

ヒ
ド

ー

ル
島

上
空

で
戦

死

さ
れ
た
。

●
水
泳
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
指
名
選
手

日
大

の
水
泳
部

に
進

み
、
水
泳

の

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手

に
指
名

さ
れ

て

い
た
越
戸
優

一
元
陸
軍
上
等
兵

（
昭

和

13
年
卒
）
、

柔
道
の
佐
藤
眞

一
先

生
（
昭
和
6
年
4
月
～
同
16
年
4
月
）

も

フ
ィ
リ
ピ

ン
の
戟
闘
で
全
軍
布
告

の
感
状
を
戴
き
戦
死
さ
れ
た
。

陸
軍
大
尉
佐
藤
眞

一
率

い
る
佐
藤

工
兵
隊
は
「
敵
上
陸
軍
に
村
し
果
敢

な
る
挺
進
奇
襲
を
決
行
」
と
そ

の
奮

戦
が
新
聞
に
も
報
道
さ
れ
た
。

●曉部隊戦
況
が
思
わ
し
く
な
く

な
る
と
、

暁
部
隊
が
編
成
さ
れ
、
全
国

で
30
部

隊

3
0
0
0
名
程

の
少
年
兵
が

船
舶

特
別
幹
部
候
補
生
と
し
て
召
集
さ
れ

今
年

は
終
戦

幼
年
目
と
な
る
。
戦
後
世
代
が
還
暦
を
迎
え

る
。
か

つ
て

戦
争
は
、
白
堊
健
児
の
運
命
を
翻
弄
し
た
。
そ
ん
な
歴
史
を
知
ら
な
い
世

代
が
大
多
数
と
な
る
。

し
か
し
、
同
じ
道
を
た
ど

ら
な

い
た
め

に
も
、
戦

争

が

い
か
に
青
少
年

の
夢
を
奪

っ
た

か
、
正
視

し
な
け
れ
ば

い
け
な

い
。

そ
れ
は
、
白
堊
に
学
ん
だ
者
の
使
命
だ
と
思
う
。
戦
争
と
い
う
渦
中
に
、

何
を
思

い
、
ど
う
生
き

た
か
を
八
重
畑
達
男
先
輩

に
書

い
て

い
た
だ

い
た
。

た
。

ベ

ニ
ヤ
板

の
舟

に

250
キ

ロ
爆

弾

を
積
ん
で
敵

に
突

っ
込
む
海
上
特
攻

部
隊

で
あ
る
。

こ
の
暁
部
隊

に
入

っ

た

盛

岡
中

学
生

が

3
名

ほ
ど

い
る

が
、
つ
い
に
彼
ら
は
還
ら
な
か

っ
た
。

ま
た
、
特
別
攻
撃
機

で
戦

死
さ
れ

た
盛
中
出
身
者
は
、

工
藤

太
郎

菊
池

久

佐

々
木
栄
吉

江
田

耕
二

（
昭
和

16
卒
）

（
昭
和

15
卒
）

（
昭
和

15
卒
）

（
昭
和

18
卒
）

の
4
名
。

こ
の
中

に
、
陸
軍

の
海

上
特
攻

で
亡
く
な
ら
れ
た
盛
中
生
は

入っていない。

●
シ

ベ
リ

ア
抑
留

昭
和

20
年

8
月

15
日
、
終
戦

の
詔

勅

に
よ
り
、
復
員
が
始
ま

っ
た
。
し

か
し
同
級
生

の
荒
谷
多
喜
男
君

（
昭

和

18
卒
）
は

シ
ベ
リ
ヤ
抑
留

さ
れ

戟

病
死
さ
れ
た
。
同
じ
く
同
級

の
伊
藤

盛
君

（
昭
和

18
卒
）
は
船
舶
特
攻

に

て

フ
ィ

リ
ピ

ン

に

て
戦

死

さ

れ

た

。

仙
台
二
中

に
転
校
し
た
同
級

の
加
茂

信

也

君

は

、

仙
台
空
襲

に

て
一
高
在
学

中
、
死
亡

さ

れ
た
。

こ
の
他

に

も
多
く

の
先

輩

が
戦
争

で

亡
く
な
ら

れ

て
い
る
。

当
時

の
中

学

で
は

「
発

火
演
習
」
と
い
う
軍
事
訓
練
が
ず
っ
と

行
わ
れ

て

い

た
。
盛
岡
中
学
に
も
配
属
将
校

が

い

て
、
軍
事
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

あ

の
啄
木
が

「
お
れ
も
中
隊
長
に

な

つ
て
指
揮
を
と
り
た

い
」

と
日
記

に
書

い
て

い
る
が
、
当
時
は
そ
う

い

う
時
代
だ

っ
た
。

そ
れ

で
も

私
た

ち

の
時
代

ま

で

は
、
授
業
が
ち

ゃ
ん
と
行
わ
れ
、

勉

強
も

一
所
懸
命

や

っ
て
い
た
。

下
級
生
た
ち
は
勤
労
動
員

で
松
尾

鉱
山
な
ど
に
狩
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

本
土
総
決
戦
に
備
え
、
一
億
玉
砕
の
準
備
も
着
々
と
整
え
て
い
た
。

こ
う
し
た
時
代
を
、
今
、
批
判
す

る

の
は
や
さ
し

い
。
し
か
し
、
現
在

の
世

の
中

が

ど

こ

に
向

か

っ
て

い
る

か

、

果
た

し

て
ど

れ
だ

け

の
人

が

意

識

し

て

い
る

の
か

。

気
付

い
た
と
き

に
手
後
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
生
き
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

若
き

日

の
高

橋

元
昭
元
校
長
（
円
内
）
と
、
高
橋
元
昭
・
元
校
長
が
八
重
畑
達
男
氏
の

卒
業

ア

ル
バ

ム

に
記
念

に
寄

せ
た
揮
毫
（
写
真
左
）
。
高
橋
元
校
長
に
と
っ
て
盛
中
は

初

任

地

だ

っ
た
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メ
キ
シ

コ
五
輪

サ

ッ
カ
ー
日
本
代
表
主
将

八
重

樫

茂

生
さ
ん
（
昭
和
27
年
卒
）
サ
ッ
カ
ー
殿

堂

入
り

！

5
月

か
ら
文

京
区

の

サ

ッ
カ
ー
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム

で
写
真
展
示

「
第
四

の
感
色
層
を
有

す
る
カ

ラ
ー
ネ
ガ

フ
ィ
ル
ム
の
発
明
」

佐

々
木

萱
さ
ん
（
昭
和
42
年
卒
）
紫
綬

褒

章

授
章

）

八重樫 茂 生 さん

（昭和 27年卒 ）

メ
キ
シ

コ
五
輪
サ

ッ
カ
ー
日
本
代

表
主
将

の
八
重
樫
茂
生
さ
ん

（
昭
和

27
年
卒
）
が
サ

ッ
カ
ー
殿
堂
入
り
し

ま

し
た
。
以

下

に
、

平
成

17
年

3

月

11
日
付

、
岩

手

日
報
・

夕

刊

の

記
事
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
写
七具
は
平
成

16
年
1
1
月
1
8
日
、
日
立
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
で

行
わ
れ
た
元
・
鹿
島

ア
ン
ト

ラ
ー
ズ

監
督
、
宮
本
征
勝
選
手

（
日
立

一
高

↓
早
稲
田
。
今
回

一
緒
に
殿
堂
入
り
）

の
追
悼
式

で
八
重
樫
茂
生
さ
ん
が
講

演

さ
れ
た
と
き

の
も

の
で
す
。
村
野

井
徹
夫
さ
ん
（
茨
城
大
学
工
学
部
教

授

‥
昭
和

35
年
卒
）
が
撮
影
し
た
も

の
で
す

。

（
写
真
上
）
日
立
商
工
会
議
所
で
講
演
す
る
八
重
樫
茂
生
さ
ん
。
（
写
真
左
）
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
説
明
を
す
る
八
重
樫
茂
生
さ
ん
。
「
釜
本
の
右
に
出
る
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
は
ま
だ
い
な
い
」
と
か
、
結
構
べ
ら
ん
め
ぇ
で
面
白
か
っ
た
と
は
、
撮
影
し
た
村
野
井
徹
夫
さ
ん
の
弁
で
す
。

日
本

サ

ッ
カ
ー
協
会
は
十
日

の

理
事
会
で
第

一
回

「
日
本
サ

ッ
カ

ー
殿
堂
」
入
り

の
20
人
を
決
め

盛

岡

一
高
出
身
（
↓
早
大
）
で
1
9
6

8
年

の
メ
キ
シ

コ
五
輪
日
本
代
表

の
主
将
を
務
め
た
八
重
樫
茂
生
氏
（
7
1
歳
、
日
野
市
在
住
）
が
選
ば

れ
た

。
八
重

樫

氏
は

メ

ル
ボ

ル

ン

東

京

、

メ
キ

シ

コ
と

三

度

の
五
輪

に
出
場

し
、

メ
キ
シ

コ
五
輪
で
は

銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
。

殿
堂
入

り
に
「
驚

い
た
が
、
光
栄
に
思
う
。

五
輪

に
出
場
し
た
当
時
を
思

い
出

し
た
」
と
感
慨
に
浸

っ
て
い
る
。

八
重
樫

氏
は
早
大

2
年

の
と
き

の
1
9
5
6
年

に
メ
ル
ボ

ル
ン
五

輪
に
C
F
で
出
場
。
古
河
電
工
入

り
し
て
、

64
年

の
東
京

五
輪
で
は

M
F
と
し
て
ベ
ス
ト
8
進
出
に
貢

献
し
た
。
現
役
引
退
後
は

日
本

ユ

ー
ス
、
日
本
代
表

コ
ー
チ
と
し

て

国
際
競
技
力

の
向

上
に
尽
力
。
富

士
通
総
監
督
、
ジ

ェ
フ
市
原

ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
歴
任

し
た
。

八
重
樫
氏
は

「
東
京

五
輪

で
選

手
強
化
し
た
こ
と
が

メ
キ
シ

コ
で

の

メ
ダ

ル
獲

得

に

つ
な

が

っ
た

。

釜
本
邦
茂
、
杉
山
隆

一
ら
当
時

の

メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
殿
堂
入
り

で

き

て
本
当

に
う

れ
し

い
。
集
合
写

真
を
何
度
も
見
返

し
た
」
と
喜
び

を
語

っ
た
。

県
サ

ッ
カ
ー
協
会

の
小
野
寺
吾

老
会
長

は

「
八
重
樫
さ

ん
の
功
績

は
日
本

の
サ

ッ
カ
ー
界

に
さ
ん
ぜ

ん
と
輝
く
も

の
だ
。
本
県

に
と

っ

て
も

た

い

へ
ん
喜

ば

し

い
」

と
祝

福

し
た

。

な

お

、

5
月
か

ら

文
京

区

の
サ
ッ
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
写
真
な
ど
の

展
示
が
行
わ
れ
ま
す
。

佐々 木 登 さん

（昭和4 2年卒）

昭
和

42
年
卒
、
疾
風
会

の
佐

々
木

登
さ
ん

（
富
士
写
真

フ
イ
ル
ム
株
式

会
社

）
が
、
平
成

16
年
春

の

褒
章

で
技
術
開
発

分
野

に
お

け
る
貢
献

が
認
め
ら
れ
、

「
紫

綬
褒
章
」
を
受
章
し
ま
し
た
。

受
章
理
由

は
、
「
第

四
の
感
色

層
を
有
す

る
カ

ラ
ー
写
真
感

光
材
料

の
開
発
と
実
用
化
」
。

樹
木
希
林

の
有

名
な

T
V

コ

マ
ー

シ

ャ

ル

「
き

れ

い
な

ひ
と

女
性
は

よ
り
き

れ

い
に
、
そ

ひ
と

う

じ

ゃ
な

い
女

性

は

そ

れ

な

り

に
」

と

い
う

富

士

フ

イ

ル

ム

の
カ

ラ
ー

ネ

ガ

は

、

彼

の

開
発

し
た
商
品
だ

っ
た
と

い

う

こ
と

で
す
。
平
成

2
年

に

科
学
技
術
庁
長
官
賞

の
研
究

功
績
者
賞
を
受
賞
、
平
成

14
年

全

国
発
明
表
彰
朝

日
新
聞

社
賞

を
受
賞

し
た
こ
と
が
資

格
と
な

っ
た
よ
う

で
す
。

同
時

に
受
章

さ
れ
た
方

の

中
に
は
、
芸
術

分
野

で
は
女

優

の
山石
下
志
麻

さ
ん
、

映
画

監
督

の
大
林
宣
彦
監
督
な
ど
、
静

々

た
る
メ
ン
バ
ー
が
多
数
。

佐

々
木
登

さ
ん
は
、
現
在
、
研
究
所
を
離
れ
て
、

同
社
の
液
晶
事
業

の
最
高
責
任
者
と

し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

疾
風
会

は
、
今
年

2
月

19
日
（
土
）

お
祝

い
を
兼
ね
同
期
会
を
開
催
し
、

め

で
た
さ
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。



（ 4 ）在京白堊会報2005年3月（第18号）白堊活躍人ピアニスト吉田裕子さん（平成10年卒）

大
学
を
卒
業
し
て
音
楽
中
心
の
生
活
に
な

つ
た
時
、

自
分
が
そ
れ
と
ど
の
よ
う

に
生
き

て
い
く
か
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
と

っ
て
、
音
楽
は
自
分
自
身

を
反
映
す
る
も

の
で
す
。
そ
れ
の
み

が
単

独
で
存
在
す

る
の
で
は
な
く
、

自
分
が
経
験
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
、

関
わ

っ
た

人
、

す

べ
て
が

つ
な

が

っ
て
初
め
て
存
在
し
、
そ
こ
か
ら

学
ん
だ
喜
び
や
悲

し
み
、
感
謝

の
気

持
ち
が
私

の
音
楽
を
深
め
て
く
れ
る

と
思

い
ま
す
。

演奏中の吉 田裕子 さん

ま
た
、
学
生
の
頃
は
気
付
き
ま
せ

ん

で
し
た

が

、
社

会

に
出

て

い
ろ

い

ろ
な
場
を
踏
ん
で
い
く
中
で
、
そ
れ
ま
で
に
自
分
が
勉
強
も
ピ
ア
ノ
も

非

常
に
高

い
水
準

の
教
育
を
受

け
て
い

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
盛

岡
と

い

う
地
方
都
市

に
い
な
が
ら
、

一
人
ひ

と
り
に
与
え
ら
れ
た
環
境

の
中
で

出

来

る
限
り

の
可
能
性
を
引
き

出
す

、

こ
れ
が
教
育

の
力
な

の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。

将
来
、
同
じ
よ
う
な
夢
を
持

つ
子

供
た
ち

に
教
え

る
立
場
に
な

つ
た
時

に
少

し

で
も
多

く
力

に
な

れ

る
よ

う
、
ま
ず
自
分
自
身
が
音
楽

に
と
ど

ま
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
を
勉
強
を
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
に

生

き
る
日
本
人
と
し

て
、

一
方

で
は
世

界

の
人

々
と
同
じ
喜
怒
哀
楽
を
持

つ

一
人

の
人
間
と
し
て
、
自
分
を
表
現

し

て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
、
文
武
両
道

の
も
と

に

頑
張
る
の
は
決
し
て
や
さ
し

い
こ
と

で
は
あ

り
ま

せ

ん
で
し

た
。
し

か
し
、

そ

の
立
十
さ
以
上

に
、
遥

か

に
大
き

い
、

一
高
生
と
し
て
の
情
熱
、
そ
し
て
多

く

の
方

々
の
励
ま
し
が

い
つ
も
私
に

力
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
7
年
が
過
ぎ
た

今
も
、
あ

の
日
々
の
輝
き
が
色
槌
せ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
と
い
う
盛
岡
か
ら
離
れ
た
地
で
、
同
じ

気

持
ち
を
知
る
多
く
の
先
輩
方
に
私
の

音
楽
を
聴

い
て
頂
け
た
ら
と
て
も

嬉

し

い
で
す
。

（
盛
岡
市
在
住

）

旧姓 小川 裕子 くH 12年 、養 子 に な り現姓 に）。

盛岡 市 出身 。3歳 よ り盛 岡青 学陰 に学び 6歳

より吉田 見 知子 民 に師 事 。盛 岡一 高 を経 て、

東京 専巣 大 学卒 業 。 こ れ まで に吉 田見知 子

氏の他、小林仁、葺川宣雄 の各氏に師事、

現在 に至 る。 第 1ア固 日本 ピア ノ コンクール

全国 大会 舞 1位 。 舞 14 回国 際 ピア ノ コン ク

ール 出場 。ソ ロ リサイ タル をはじめ、これまで

にドイ ツ 、バ ッハ ゾ リ ス テ ン 、 ワ ル シ ャ ワフ ィ

ルハーモニ ー管 弦 楽 団 、ポ ー ラ ン ド国立 放

送交 響 楽 団 、 ウ ィ ー ン木 管 ア ンサ ンブル 、
アン サ ン ブ ル ・ ウ ィ ー ン 、 イ タ リ ア ・ バ ド

ヴァ管 弦楽 団 、バ イヤ ー ル室 内 管 弦楽 団 、

チェコ 、フ ィルハ ー モ ニー 六重 奏 団 、サ ン

クトへテ ル ブ ルヴ 交響 楽 団 、 ライ ブツ イヒ

弦楽 四重 奏 団 な ど と共 演 。 な お、吉 田見 知

子氏 は在 京 白 堊 会 会 員 の ピ ア ニ ス ト 、 森 知

英さん （昭和 63 年卒 ） の師 で も あ る。

在
京
白
堊
会
会
員
に
よ
る

同
好
会
活
動
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か

新
年
度
か
ら
、
在
京白堊会員同士

で
つ
く
る
同
好
会
に
対
し

て
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
と
こ
ろ
に
活
動
奨
励
金
を

出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
金
額
は
年
間
5
万
円
程
度
で
、
募
集
定
数
は
4
～
5
サ
ー
ク
ル
。

1
サ
ー
ク
ル
2
0
人
程
度
以
上
で
、
定
期
的
な
活
動
を
行
う
サ
ー
ク
ル

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
か
ね
て
か
ら
要
望

の
強
か

っ
た
、
年

1
回

の
総
会
以
外

に

会

員
相
互

の
親
睦
と
教
養

の
向
上
を
図
る
場

を

つ
く

つ
て
欲

し

い
と

い
う
声
に
応
え
た

も

の
で
す
。
す

で
に
活
動
し
て

い
る

「
ゴ

ル
フ
同
好
会
」
な
ど
も
こ
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
新

規

の
同
好

サ
ー
ク
ル
と
し
て
は

「
白
堊
女
性
ク
ラ
ブ
」
「
美
術
観
賞
ク
ラ
ブ
」

「
古

い
文
化
建
築
を

み
る
会
」
「
白
堊
五
行
歌
会
」
な
ど
が
名
乗
り
を
あ
げ
そ
う
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
白
堊
の
仲
間
同
士
で
同
好
の
士
を
募
り
加
親
睦
を
図
り
た
い
と
い
う

会

員
は
、
ど
し
ど

し
手
を
挙
げ
て
下
さ

い
。

事
務
局
宛
、
活
動
内
容
と
連
絡
先
を
お
知

ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
次
号
会
報
の

会
員
募
集
要
項
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
件

に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は

在
京
白
堊
会
事
務
局
＝
（
注
）
5
月
1
3
日
以
降
、
新
事
務
局
に
移
転
＝
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

●
第
2
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
・
年
次
対
抗
の
部
は
「3
0
年
卒
」

個
人

の
部
は
小
林
雄
健

さ
ん（
溺
卒
）

第
2
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

が
平
成

16
年

11
月

19
日
、
ザ
・
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
竜

ヶ
崎

に
13
組

51
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
年

次
対
抗
は
S
30
年
卒
チ
ー
ム

（
杉
渕

清
、
玉
田
剛
嗣
、
松
本
雄
、
佐
藤
陽

一
）
が
優
勝
。
個
人
の
部
は
優
勝

、

小林建俊（S36年卒）、準優勝・田村晴夫（S50年卒）、3位石井充（（S42年卒）＝敬称略＝。個人優 勝の小林建傍 さん（諮年卒） 年次対抗で優勝 したS 3 0年卒チーム。お揃 い の ブ レザ ー で参戦 した

な
お
、
在
京
白
堊
会
事
務
局
が
5
月
の
総
会
後
に
変
わ
り
ま
す
。

新
し

い
事
務
局
は
、
東
京
都
港
区
西
新
橋
丁
－
ナ
〓
リ
バ
テ
ィ
1
1
ビ
ル
8
F

玉
澤
健
児
税
理
士
事
務
所
内
。
玉
澤

健
児
さ
ん
は
43
年
卒
。
応
援
下
さ
い
。

今年は終戦幼年。戦争を知る自電真否笠島齢とをられました。戦争体験が風化しないよう語り継ぐことも、後輩の大切な務めではないでしょうか。


